








































































































































































































































































































































































表 3 存在受容感尺度の平均点と SD および因子分析結果（Promax 回転後の因子パターン行列）
Ⅰ Ⅱ Ⅲ 平均点 SD
『他者からの受容感』（α＝.91）
14．私には私がつらいときや悲しい時に慰めてくれる人がいた。 .839 .127 −.026 3.55 1.11
11．私には私をあたたかく見守ってくれる人がいた。 .819 .020 −.027 3.85 1.07
17．私には私の個人的問題について話し合える人がいた。 .754 .026 −.039 3.60 1.15
16．今までの人生において，人にあたたかく包まれている安らぎや喜びを感じたことがあった。 .731 .043 −.050 3.74 1.05
5．私には心から信頼し合える人がいた。 .721 −.068 −.045 3.57 1.23
7．私には，家族や他人を問わず，ありのままの自分を受け入れてくれる人がいた。 .700 −.072 −.013 3.59 1.18
1．私には私を理解してくれる人がいた。 .698 −.093 .021 3.60 1.16
10．私はいろいろな人のおかげで今日までやってこれたのだと感謝していた。 .594 .055 .139 3.60 1.20
19．周囲の人たちは，あたたかい心で私に接してくれているように感じていた。 .575 −.216 −.001 3.56 0.98
4．私は日常生活のささやかなことにでも，感謝の思いがあった。 .484 .057 .258 2.95 1.17
『孤独感・疎外感』（α＝.88）
6．私は人から拒否されることが多いと感じていた。 .061 .914 −.002 2.37 1.14
2．私は，無視されることが多いと感じていた。 .077 .889 −.038 2.19 1.12
8．私は孤独でさびしいと感じていた。 .057 .719 .015 2.75 1.29
15．私の周囲には心を許しあえる人がほとんどいなかった。 −.339 .522 .027 2.22 1.15
12．私は誰からも愛されたことがないと感じていた。 −.276 .466 .005 1.95 1.07
『超越力を意識』（α＝.89）
9．私は，何か大きな力（神様，仏様，大自然など）によって守られていると感じていた。 −.035 −.054 .945 2.01 1.20
13．私は，何か大きな力（神様，仏様，大自然など）によって，ありのままの自分が全面的
に受け入れられていると感じていた。
−.011 −.033 .826 1.87 1.06
3．私は，何か大きな力（神様，仏様，大自然など）によって生かされているのだと感じて
いた。
.052 .073 .813 1.94 1.19




表 4 ストレス体験に対する意味の付与尺度の平均点と SD および因子分析結果（プロマックス回転後の因子パターン）
Ⅰ Ⅱ Ⅲ 平均点 SD
『ポジティブな側面への焦点づけ』（α＝.90）
1．このことは，それもそれでいい機会だったなと考えた。 .911 .001 −.102 3.02 0.95
2．このことに，何か良い面もあったかもしれないと思った。 .831 −.034 −.036 2.83 1.02
4．これは，自分にとって，大切な経験になった。 .806 −.071 .104 3.04 1.01
3．この経験から，何か得るものがあった。 .790 .005 .009 3.13 0.91
5．この経験のおかげと思うようなことがあった。 .578 .163 .161 2.60 1.08
『出来事を経験した自己に対する評価』（α＝.82）
7．こういう経験をした自分をほめてあげたいと思った。 −.092 .996 −.065 1.89 1.00
6．こういう経験をした自分のことを，自分でもすごいと思っている。 .049 .792 .016 2.04 1.03
8．この時のことは，自分の中でも，よく頑張った方だと思う。 −.004 .553 .028 2.61 1.03
9．この経験が，自信になっていると思う。 .289 .437 .154 2.52 1.05
『出来事の持つメッセージ性のキャッチ』（α＝.82）
11．このことは，何か自分へのメッセージがあった。 −.018 −.021 .902 2.48 1.00
10．このことは，人生や生き方について考えてみなさいというメッセージだと思った。 −.006 −.040 .801 2.52 1.05
12．このことは，自分らしさについて考えてみなさいというメッセージだと思った。 .049 .089 .615 2.33 1.01
























表 5 ストレス体験をきっかけとした自己成長感尺度の平均点と SD および主成分分析行列
Ⅰ 平均点 SD
8．成長しているという手応えを感じた。 .693 2.92 .87
22．精神的に強くなった。 .692 3.15 .83
26．出来事のいい面にも目を向けるようになった。 .681 3.04 .79
24．心が広くなった。 .679 3.07 .84
18．自分がいい方向に変わったと感じた。 .678 2.96 .88
7．前向きに，物事を見るようになった。 .676 2.89 .91
29．相手の気持ちや立場を考えながら自分の意見を述べるようになった。 .660 3.07 .80
13．根性がついた。 .642 2.92 .92
21．人の心の痛みが分かるようになった。 .637 3.06 .81
28．いろいろなものの見方をするようになった。 .630 3.22 .71
19．自分のことを自分で決断する力がアップした。 .625 3.00 .79
23．友達を大切にしようと思った。 .617 3.31 .79
27．少し大人に近づいたと実感した。 .615 2.96 .85
3．自分に自信がついた。 .602 2.60 .89
4．心配してくれる人がいることを実感した。 .598 3.11 .84
30．一山，乗り越えたと思った。 .588 2.79 .98
17．この先，どんなことがあってもやっていけそうと感じた。 .587 2.46 .92
1．他人の気持ちを大切にするようになった。 .584 3.27 .74
10．他人の失敗を許せるようになった。 .582 3.05 .80
11．他人が困っていたら，自分から手助けするようになった。 .571 2.92 .81
5．がまん強くなった。 .565 3.04 .91
12．命の大切さを実感した。 .557 2.90 1.00
6．他人がどう思うかではなく，自分は自分なのだと思った。 .534 3.06 .87
14．自分も，この世の中の一員だと実感した。 .529 2.54 .91
9．いろいろなことを考えるようになった。 .510 3.43 .73
25．自分がどういう人間なのかを考えるようになった。 .459 3.22 .79
20．世の中には，思い通りにいかないこともあると思うようになった。 .454 3.40 .72
15．キレなくなった。 .429 2.51 .98
16．自分は，完璧な人間ではないと思った。 .366 3.34 .79
2．人間を超えた力のようなものがあると思うようになった。 .283 1.96 .95
α 係数 .93
表 6 悩みの深刻度における平均値と SD および t 検定の結果
悩み高群 悩み低群
t 値
平均 SD 平均 SD
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